
中小企業の技術開発を応援！ 

 

炭素繊維強化樹脂（CFRP/CFRTP）への 
めっき技術開発  

 

１．目的          

 強度や剛性にすぐれ、軽量化に必要な材料として自

動車、航空機、産業機械、エネルギー産業などの業界

で用途拡大しているエポキシCFRPに対し、毒劇物を用

いることなく実用的な密着強度を得られるめっきプロセ

スを検討した。 

２．研究内容        

 ABS 樹脂などの熱可塑性樹脂を対象とした従来の手

法では、エポキシ樹脂のような熱硬化性樹脂に対して

は十分な前処理効果を得にくい。 

 そこで、炭素繊維とエポキシ CFRP 外表面の間にクラ

ック形成し、導電材で埋め戻し、その導電性を活用した

電解エッチング（アンカー効果付与）等の前処理手法

で、後の金属皮膜形成を効果的に行い（図 1 ）、90 度

剥離試験により密着強度を評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 めっきプロセスの検討概念および試験フロー  

３．結果・考察       

 今回の試験フローにより、エポキシ CFRP 上に厚み約

20μm のニッケル皮膜を形成することができた（図 2、電

解めっき 60min で皮膜形成）。 

90 度剥離試験により測定した密着強度は、引っ張り

長さ 50mm に対する平均値 6.9N/cm であった（図 3 電

解めっき 120min で、より厚みのある皮膜を形成した）。 

 

 

図 2 試験片断面図（左）、剥離試験後の概観（右） 

0

2

4

6

8

10

12

0 10 20 30 40 50

密
着
強
度

(N
/c

m
)

ストローク(mm)

試験片

セロハンテープ（参考）

 

図 3 90度剥離試験による密着強度測定結果 

 

 今回の試験で、90 度剥離試験での評価に供し得る程

度に、大きな密着強度の試験片作成に成功した。 

ただし本テーマでは、幅広い用途と加工に耐える密

着強度として、CFRTP では従来方法で多くの報告のあ

る 10N/cm2を目標値としており、未だ到達していない。  

今後は、電解エッチング工程の条件設定等の検討に

より更に高い密着強度の実現を目指し、また CFRTPへ

の本方法の適応性も検討するとともに、業界や関係機

関と協力しながら成果の普及を図りたい。 

 

問合せ先  埼玉県産業技術総合センター 化学技術担当  熊谷 知哉   

〒333-0844 川口市上青木 3-12-18  TEL 048-265-1311  FAX 048-265-1334  E-mail：sien@saitec.pref.saitama.jp 
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①試験片 
エポキシ CFRP 

炭素繊維 1 層、0.2mm 厚、平織 
 

 

②クラック形成 

（溶媒浸漬） ｶﾈｺ化学 e-solve21AM1 

（オゾン処理）45000vol-ppm 6h 
 

③導電材埋め戻し 

（ワット浴電解ニッケルめっき） 

   13mA/cm2、50℃、5min 

 

④アンカー効果付与 

(Ni 存在下でのオゾン再処理） 

（電解エッチング) 
＋）ﾁﾀﾝ -)試験片 15V、2h 

  

  

⑤導電剤除外→仕上げ 

（電解エッチング) 
＋）試験片 -)ﾁﾀﾝ 15V、2h 

→ ＋）ﾁﾀﾝ -)試験片 15V、2h 

 

⑥下地皮膜形成 

（無電解ニッケルめっき） 
  触媒付与、活性化、次亜りん酸系めっき液浸漬 

 

⑦皮膜形成 

（ワット浴電解ニッケルめっき） 
33mA/cm2、50℃、60min または 120min 
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金属皮膜→ 

剥離部分 


